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はじめに
　日本では、西洋式の音楽会や演奏会1は、
明治政府が推進する文明開化、すなわち欧化
政策の一つとして、西洋音楽の導入とともに
普及、浸透したものである。日本人が演者と
して、聴取者を前に、西洋音楽の器楽演奏や
歌唱を披露する音楽会2や演奏会が見受けら
れるようになったのは、明治20年代以降であ
る。これらの音楽会や演奏会の主体はもちろ
ん成人であるが、一方、子ども3が聴取者（あ
るいは演奏者）となる音楽会が催されるのは、
明治末期から大正期にかけてである。これは、
それまでの音楽会という音楽活動が‘大人の
領域’にあったものが、‘子どもの領域’に及
1 渡辺裕の『聴衆の誕生』（1989）では、「音楽に一
心に耳を傾けて鑑賞する聴取態度とそれを支え
る芸術観が十九世紀のヨーロッパでかなり特殊
な条件のもとに成立したものであって、決して
普遍的ではない」(p.21)として、聴衆の変容に
ついて論じている。
2 本稿での音楽会とは「演奏者が聴取者を前にお
こなう音楽の生演奏会」を指し、その内容は、
単独、あるいは複数による歌唱・器楽演奏・独奏・
合奏といった演目を含む。ただし、西洋音楽の
受容について、黎明期の日本では、演目が歌劇
や和楽と混在する場合が大半で、歌唱や演奏の
みに限定せず、さらに場所や規模についても問
わない。
3 「子ども」という概念は時代によってその内容
や年齢区分も変化するため明確な定義は難し
い。今田(2007)は言説上「少年」が「子ども」
になった時期は1888 年（明治21年）以降であり、
「少女」が「子ども」になったのは1930年（昭
和5年）以降だと指摘する。本稿で扱う「子ども」
とは厳密に年齢によって定義することはせず、
およそ幼児から明治末期の尋常小学校6年（12
歳）を主な対象とし、さらに12歳から数歳上あ
たりの年齢で音楽活動に従事した子どもを対象
とする。
んだことを意味するのだが、こうした子ども
に関連した音楽会は、明治末期から大正期に
かけて、学校・民間の領域を問わず、さかん
にみられた事象であった。具体的には、学校
行事としての音楽発表会、商業的な娯楽施設
や劇場が主導する催し、新聞や雑誌といった
マス・メディアが主催する児童会、さらには
自治体や童謡研究会の実践など一連の事象が
確認できる。つまり、明治末期から大正期に
おいて、子ども向けの音楽会は、教育の場の
みならず、民間企業・団体にまで広く実践さ
れた子どもの音楽活動の一つであったといえ
よう。
　しかし、明治・大正期の洋楽受容の歴史に
おいて、日本の音楽史、音楽教育史では、‘大
人’の音楽会に関しては、その実態や内容を
確認できるものの、一方、子どもの領域では、
音楽教育に関連した活動、あるいは‘歌う’
こと以外の音楽活動は十分な言及がなされて
いないと考える。
　そこで、本稿では、明治・大正期の子ども
と音楽をめぐる活動の一つとして、とりわけ
子どもに関連した音楽会を対象に、その活動
の内容と実態を明らかにすることを目的とす
る。まず、第1章では、明治期に出現した音
楽会を初期と中期に分けて概観し、それらの
内容を確認する。第2章では、子どもを主体
とした音楽会について、学校・民間の分野に
分け、それぞれの内容と様子をみる。第3章
では、新聞・雑誌社といったマス・メディア
主導の音楽会を取り上げる。そこでは、特に、
音楽活動を重視した少女雑誌の愛読者会に着
目する。第4章では、明治・大正期の子ども
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に関連した音楽会について、聴取者の変遷、
その背後にあるイデオロギー、内容の特徴、
メディア産業の進展の問題に触れ、考察する。
　先にも述べたように、明治・大正期の西洋
音楽の導入とその浸透の過程で、子どもを主
体とした活動にあっては、十分な検証がなさ
れていない。また、従来の研究では、学校教
育現場、民間の商業施設、新聞・雑誌という
マス・メディアなど異なる領域の事象が整理
されることなく分散しているため、全体像が
把握できない点が問題であった。そこで、本
稿では、子どもの音楽会に関連した活動と事
象の概要を明らかにすると同時に、その内容
の把握をすすめる。さらにいえば、西洋音楽
の摂取により自文化内でさまざまな衝突や軋
轢を生じさせながらも、異文化を自文化へと
取り込むという複雑で多元的な西洋音楽の受
容過程にあって、当時の子どもたちの音楽活
動もその一部を構成するものとして、その姿
と様子を留めることを大きな目的としたい。
1 明治期における音楽会　
1-1 日本における音楽会の出現
　日本の洋楽実践の始まりは、洋式軍隊調練
の一部としての鼓笛隊、すなわち簡易な軍楽
であり、1856年（安政3年）に遡る4。そして、
1869年（明治2年）、薩摩藩が横浜に30名の藩
兵を派遣し、楽長フェントンから吹奏楽を教
わった。これが日本最初の吹奏楽による軍楽
隊であり、彼らの演奏が日本における洋楽演
奏の嚆矢である。
　では、西洋的な形式に基づく音楽会・演奏
会の活動はいつ頃から、どのような形で日本
で実践されたのであろうか。その実践は、ま
ず、明治政府主導の欧化政策に伴って現れた。
積極的に西洋の文物を取り入れ、諸外国との
外交や社交を進める中で、西洋音楽を演奏し
たり、習得する過程で浮上した活動の一つで
あったといえる。
　例えば1875年（明治8年）、イタリアのスカ
4 当時「西洋行軍楽鼓譜」が刊行されている。（堀
内.1968.p.13）
ラ座で活躍したソプラノ歌手パルミエリが来
日しているが、迎賓館の役割を果たした延遼
館にて、日本政府の高官を前に歌を披露した
という記録がある。ちなみに、1874年（明治
7年）頃には、宮内省の式部、雅楽課の伶人
らが吹奏楽を学んでいるのだが、1876年（明
治9年）に、宮中では初めてその成果を披露
した。続いて、1878年（明治11年）には、雅
楽稽古所で雅楽と欧州楽との公開演奏をおこ
なっている。こうした洋楽受容の黎明期には、
政府による欧化政策の一環である外交や諸外
国との社交活動が積極的に進められ、宮内省
では洋楽摂取に対する熱心な姿勢とともに、
雅楽家有志が唱歌・ピアノ・管弦楽の先鞭を
つけて、西洋音楽を実践したのであった5。
　次に、西洋音楽を演目とした音楽会を取り
入れ、実践した組織・機関の一つは、伊沢修
二を代表とする音楽取調掛である。1880年（明
治13年）、伊沢の案により、文部省がアメリ
カからメーソンを着任させ、先の雅楽家有志
らも含め、音楽伝習を推進した。この音楽取
調掛による成績発表の音楽会が1882年（明治
15年）1月30、31日に、唱歌・洋琴六種・本
邦俗楽の内容で開催されている。その会の様
子は「唱歌は「小学唱歌集」のための材料で
あり、ピアノ曲もごく初歩のものであっただ
ろうが、とにかくこれが最初の洋楽演奏会で
あった」6と記された。
　宮中では、同時期、雅楽家らによる御陪食
に日本初の欧州管弦楽の演奏として、1881年
（明治14年）には「君が代」「オーストリア国歌」
「ウエールス国歌」「ヘール・コロンビア」と
唱歌「若紫」が披露された。この雅楽家らで
構成された洋楽協会は「音楽協会」と改称し、
1882年（明治15年）には、浅草本願寺にて、
和洋管弦楽合奏の演目で、700名の聴衆を前
に公開演奏会をおこなった。
　一方、冒頭に触れた陸軍軍楽隊が演奏する
吹奏楽は、1876年（明治9年）には出張演奏
5 宮内省楽部は1884年（明治17年）から楽生制度
開始し、雅楽ほか西洋音楽（管弦楽）を習得す
るカリキュラムが組まれた（塚原.2001.p.104）
6 堀内.1968.p.38
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の記録7が残っている。このように明治初期
から20年代までには、西洋式の音楽会が局所
的ではあるが、その実践が確認できる。
　ところで、西洋音楽が輸入される明治以前
の日本では、どのような音楽会が存在したの
か、そもそも音楽会といえるものが存在した
のか、手短かに触れておきたい。倉田（2002）
によれば、1853年（嘉永6年）、ペリー提督が
日本に開国を迫った当時、日本では三味線音
楽がもてはやされていた。江戸では、常磐津
や清元が歌舞伎の伴奏音楽として用いられ、
これに台詞も混じえた浄瑠璃や芝居に密着し
た長唄があった。この長唄が近世邦楽の一
ジャンル、三味線音楽として、いわゆる江戸
を代表する音
おん
曲
ぎょく
となる。一方、関西では、文
楽の音楽としての義太夫（浄瑠璃）が幕末か
ら明治にかけて流行した。そして、唄い物と
して地唄と筝（琴）との合奏が女性のたしな
み、家庭音楽として親しまれていた。
　このように、明治以前には、浄瑠璃、唄い
物の長唄と地唄、箏曲が日本在来の種目とし
て存在していた。これら音曲の演奏会では、
筝を中心に三味線・胡弓とで合奏する「三曲
合奏」が流行していたのだが、野川（1991）
によれば、「江戸期の三曲の演奏会場面では、
温習会形式、つまり日頃の成果を発表するも
ので、鑑賞というよりは、演奏行為を主体と
する演奏会であり、その性格上、本来は公開
を前提としてない」8ことが原則であった。ま
た「鑑賞の対象としての三曲は、屋敷や料亭
における饗応の音楽として、限られた人数
と空間の中で非公開に演奏されたもの」9であ
る。つまり、明治以前の日本では、西洋式の
音楽会や演奏会にみる声楽や器楽演奏を披露
し、それを聴取者が鑑賞するという形は、明
治期の日本人にあってなじみのない演奏形式
であったといえる。
7 「東京本郷にある大槻磐渓氏の新邸でおこなわ
れた追遠会にて、楽員27名による奏楽があった」
（堀内.1968.p.23）。
8 野川.1991.p.47
9 野川.1991.p.47
1-2 明治中期以降の音楽会の隆盛
　明治20年代前後には、音楽学校、軍楽隊を
中心に、西洋音楽を演奏し、鑑賞する音楽会
や演奏会がみられた。1886年（明治19年）7
月には、「大日本音楽会」が最初の洋楽振興機
関として、会長を鍋島直大、副会長を伊沢修
二とし、会員は官界・学界・華胄界・実業界
の‘上流貴紳淑女’に外国人60名を加えて、
200数十名とし、音楽演奏会と唱歌および洋
楽器を練習する組織として設立された。この
団体による演奏会は、設立開始と同時に鹿鳴
館にて第1回が催され、その後、軍楽隊や宮
内省雅楽部による吹奏楽、音楽学校関係者の
合唱、独奏・合奏を主に、1894年（明治27年）
まで継続した。この団体の出演者は、主に東
京音楽学校の教師や生徒・卒業生であり、演
目も合唱・唱歌・ヴァイオリン（合奏）・洋
琴（合奏）・欧州管弦楽をはじめ、箏曲・雅楽・
清楽10も含まれた。
　また、1887年（明治20年）10月、伊沢修二
を代表とする音楽取調掛（明治18年より音楽
取調所と改称）は、東京音楽学校となるのだ
が、この東京音楽学校をはじめとする音楽学
校11でも、当初から回数は少なかったものの、
生徒によるピアノやヴァイオリンの独奏・重
奏、独唱・合唱を内容とする公開演奏会や卒
業演奏会を催した。
　一方、前節で挙げた軍楽隊12は、いわゆる
鹿鳴館時代の舞踏会で演奏を務めていたのだ
が、明治中期以降も出張演奏を通じて、西洋
音楽の浸透に重要な役割を担った。例えば、
1888年（明治21年）には、第四師団軍楽隊が
大阪で出張演奏活動をおこなっているが、税
関吏・造船所員・鉄道局員他総勢870人が集
10 明治期には、明清楽は、一時は非常に人気の高
い器楽演奏であったが、日清戦争によって衰退
してしまった。それまでは、管弦楽といえば、
中国の弦楽器を用いる演奏のことを意味してい
たが、西洋楽器のそれに取って代わることに
なった。
11 私立の音楽学校として、楽声会（1899年〜）、
女子音楽学校（1903年～）、女子音楽園（1904
年～）、東京音楽院（1905年〜）、東洋音楽学校
（1907年～）などが続けて設立された。
12 ルルー指揮による陸軍軍楽隊とエッケルト指揮
による海軍軍楽隊が存在した。
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まったとある13。他に、幼稚園の開園式から小
中学校の運動会といった行事にも参加し、一
般の民衆が西洋の楽器や音色や楽曲に直接触
れる機会14を作った。つまり、軍楽隊の音楽
活動は、‘芸術でもなく娯楽でもない’という
あいまいな位置にありながらも、軍隊の枠を
超えた勢力的な演奏活動を通じ、日本の洋楽
摂取の過程において大きな功績を果たしたと
いえる。
　このように、明治中期には、初期と比較す
ると音楽会という目新しい音楽活動も、局所
的ではあるものの、徐々に定着する状況がみ
られた。ただし、「当時は少使が校門に立って、
通行人に頼んで入ってもらいお土産に菓子を
出したというし、明治23年ごろ横須賀で海軍
軍楽隊が公開演奏をやった時は、楽器運搬に
雇われた車引きが一人だけぽつねんと聴いて
いたことさえあるというくらいで、洋楽を好
んで聴こうという人は寥々たるものであっ
た」15との記述からも推測できるが、日本全
体では、西洋音楽自体がまだ一般の人びとに
とってはなじみが薄いものだったようだ。ま
た、洋楽受容の黎明期にあって実践された音
楽会は、文明開化の雰囲気を味わう程度のも
ので、そもそも演奏内容について当時の日本
人に受け入れられていなかったとも評されて
いる16。
13 この第四師団軍楽隊の演奏活動は明治20年代だ
けで、225件が判明しており、宴会・懇親会・
舞踏会が30％、開業式・竣工式が20％、運動会・
競漕会など7%など民間行事での活動が際立って
いた（堀内.1968.p.30）。
14 1905年（明治38年）には、日比谷公園内の新築
音楽堂で陸軍楽隊（永井建子指揮）が、同年に
海軍軍楽隊も（吉本光蔵指揮）演奏会をおこなっ
た。
15 伊沢.1968.p74
16 倉田（2002.p4）はパルミエリの来日に際して、
いかに当時の日本では西洋音楽（声楽）が受け
入れられていなかったかを、『ジャパン・パンチ』
の風刺画を挙げて説明する。その風刺画では、
パルミエリの演奏を前に、聴取者はわずか三名
で、その三名が居眠りをする姿が描かれている。
1-3 民間の音楽団体の隆盛
　明治後期には、洋楽になじんできた学生や
愛好者、音楽学校の卒業生を中心に、洋楽の
演奏・鑑賞団体が登場する。例えば、1898年
（明治31年）には、東京を中心に活動した「明
治音楽会」という洋楽主体の演奏・鑑賞団体
が現れた。この団体は、管弦楽を中心に、独
唱・独奏のほか、邦楽・雅楽も加えたプログ
ラムで、関西地方にも出張演奏をするなどし
て、1910年（明治43年）まで54回の演奏会を
開いた記録がある17。
　1910年（明治43年）には、「東京フィルハー
モニー会」、同じく「音楽奨励会」をはじめ、「明
治会」、「学友会」、「同仁会」、「好楽会」、さらに
は学生団体としては、「慶応義塾のワグネル・
ソサイティー」、「早稲田大学音楽会」、「明治大
学音楽会」、「学生音楽連合会」といった学生
や民間人から成る洋楽愛好者による団体組織
が連立した。これらの団体は演奏会を頻繁に
催したが18、その活躍について、「とにかく「洋
楽の聴衆」ができ、明治四十年前後からは東
京、大阪等に音楽演奏団体も生じた。マネー
ジメントも出演も職業化されてはいなかった
が、有料の演奏会が公衆相手の企業で成り
立った」19と堀内（1968）が説明するように、
明治中期には、西洋音楽や音楽会の浸透が進
展したことが確認できる。
　ちなみに、これらの団体の演奏会では、来
日外国人の音楽教師をはじめ、音楽学校の教
師や陸・海軍軍楽隊、音楽学校の生徒が主な
演奏者であった。内容は、管弦楽や歌劇、ピ
アノやヴァイオリンの独奏、独唱・合唱が混
在しているが、邦楽を省いた洋楽主体の演目
となった点は、明治初期や中期との相違がみ
られる。
　前述の民間の音楽団体とは別に、音楽会や
演奏会で活躍した「東京市中音楽会」という
民間吹奏楽団が存在した。この会は、1886年
（明治19年）に海軍軍隊出身者が、新橋花月
17 堀内.1968.p.124
18 1908年（明治41年）から1912年（大正元年）に
かけて東京市内でおこなわれた演奏会は約150
回に及ぶ。
19 堀内.1968.p.128
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割烹店の財的援助をうけて設立した団体で、
行進曲・ポルカ・円舞曲のレパートリーを持
つ演奏団体として、1892年（明治25年）に開
業した。横浜グランド・ホテルの常連演奏者
ともなり、園遊会・運動会・祝賀会・開業式
において依頼演奏をおこなった。また、同時
期には、「東京市中音楽会」から退職したメン
バーを中心に、神戸のオリエンタル・ホテル
での演奏をおこなった「神戸市中音楽会」も
創始された。
　これらの楽団は、出張演奏会用の吹奏楽団
であるため、音楽会とは趣が異なるが、聴衆
を前に西洋音楽を披露し、広める点では重要
な役割を果たした20。こうした団体の活躍の背
景には、華族階級や旧藩士が来賓者を招待す
るために邸内で園遊会を催す際に、西洋音楽
の演奏が慣例であった21ためでもあるが、そ
の活動範囲がさらに広まり、のちに一般の人
達が知るきっかけともなった。
　この動きは、関東のみならず関西でも同様
の現象であった。例えば、塩津（2006）の調
査では、関西で活躍した民間音楽隊として、
1888年（明治22年）には「京都音楽会」が結
成され、大正期に至るまで関西の代表的音楽
隊として存続した。また、大阪では「遊学会」
「関西鼓勇会」が結成され、管楽器と打楽器
編成の音楽隊の嚆矢となり、その後、関西で
も100を超える団体が活躍したとある22。さら
に、他の地方に目を向けると、西洋文化の受
容において先進的な動きのあった函館でも、
1893年（明治27年）に禁酒会にて、函館音楽
隊と外国人音楽教師による演奏で、「春雨」「プ
ロシャン・マーチ」が披露され、拍手喝采を
浴びたとある23。
　すなわち、明治初期、中期にあっては、西
洋形式の音楽会は、ごく一部の演奏者・聴取
者層に限定した活動であったのが、明治末期
20 これらの市中音楽隊は、広告宣伝業者である「広
目屋」に抱えられ、明治29年には、吹奏楽隊を
宣伝用の町回りに使用した（堀内.1968.p.66）。
21 1895年（明治30年）頃、その出張代は、一組10
名程度を一団とし、一日の招聘料は、15円から
20円であった。
22 塩津.2006.pp.31-34
23 前川.1989.p.41
以降、民間の音楽団体や音楽隊を通じて日本
国内全体で急速に浸透した様子が伺える24。
1-4 少年音楽隊の出現と隆盛
　前述した軍楽隊や民間音楽隊が活躍した時
期、子どもで組織された民間楽団も登場した。
その一つが、1894年（明治27年）12月に四竃
納治が創設した「東京少年音楽隊」25である。
四竃は、少年音楽隊を創設した目的を「家庭
教育の一助とし、併せて社会音楽の道を改更
せんとする」とし、改良音楽を唱えると同時
に、欧化主義政策が奨励する移風易俗26を音
楽方面で実現しようとした一人であるが、こ
れが子どもを西洋音楽の演奏者とした初の試
みであった。
少年音楽隊（『風俗画報』1895.10.10. 第100号）
　この音楽隊が使用した楽器は、「鸚叭、大太
鼓、小太鼓、手風琴、横笛、縦笛、葡萄鈴、
仙鼓・三角鋼、大小僊華琴」とあるように洋
楽器と邦楽器を合わせた16種類で、簡便な楽
器を使用した。演奏曲は、「洋の東西を問わず、
24 キリスト教教会の影響力が強かった仙台では音
楽会が盛んにおこなわれた。他にも1906年（明
治39年）大阪にて「大阪音楽協会」が設立され
ている（渡辺.2002.p.161）。さらに、雑誌「音楽界」
の記事から長野・京都・広島、九州では長崎・
博多・熊本・鹿児島で洋楽演奏会を催した様子
が伺われる。
25 当時の記事では「東京少年音楽隊」あるいは「東
京少年楽隊」と表記される。
26 儒教の音楽理論書「楽記」の「移風易俗、莫善
於樂」を出典とし、この言葉は「風俗を正しく
導くのに音楽にまさるものはない」という趣旨
にて、当時の音楽改良家がしきりに唱えた言葉
であった。
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先ず我邦の筝曲」から、西洋音楽の「マー
チ」、「ワルツ」「ポルカ」といった「正雅の楽曲」
を選定したとある27。彼らは、有楽町を練習や
活動の本拠とし、東京市内の出張演奏に出向
く活動をした。しかし、営利目的ではない楽
隊であったため、その招聘は、主に教育・兵
事・慈善の行事を先行しておこなっていた。
その活発な活動の内容は、軍人慰労会・歓迎
会、公爵宅での祝宴会、小学校の運動会、ク
リスマス会、商店の祝賀会、雑誌社の新年宴
会、同窓会での連日の演奏であり、その演奏
は人びとの好評を博したとある28。また、同時
期、「日本橋幼年音楽隊」も登場する29。この楽
隊は、手風琴・大太鼓・小太鼓・三角鉄・小
鉢・縦笛の楽器をもつ児童らで編成された。
「明治座」で20日間に及ぶ奏楽を務め、題目は、
「越后獅子」、「活
かっ
惚
ぽれ
」で、「可憐の児童活発にし
て善く奏す」と「世間では評判であった」30。
　上記の少年音楽隊は、その後も活動を続
け、東京府下に少年楽隊は六支部を設立する
までの進展をみせ、地方都市にも数十の支部
を作った。このような少年音楽隊の活躍は地
方にまで広がりをもつ現象となった。例えば、
1896年（明治29年）2月には、仙台市に「宮
城少年楽隊」が発足する。発表式では、来賓
として高等官や豪商が招待され、200名が参
加する盛大な会を催した。「黒羅紗の上衣に
赤いズボンを履き、紅い帽子をかぶった少年
楽隊は、よく練習された10数曲を演奏し、満
場の喝采を得て、その様子は盛会であった。」
という。
　このように、成人による民間の市中音楽隊
の活躍だけでなく、少年音楽隊も同様に、各
地方の都市での活躍をみせることになった。
2 子どもに関連した音楽会
2-1 百貨店の少年音楽隊の活躍 
　１章で確認したように、明治末期頃には、
27 『風俗画報』(1895.第100号.p.88)
28 『音楽雑誌』(1896.第56号3月p.97)
29 日本橋の唐物店主である芳野市五郎が13、4歳
の児童7、8名を集めて結成した。
30 『音楽雑誌』(1895.第53号.p.4)
音楽会という新規な催しが広い範囲で見受け
られるようになった。もちろん、これらの音
楽会は、インテリ層や上流階級のいわゆる大
人の領域にあり、子ども向けの、つまり、子
どもを主体とした会といえるものではなかっ
た。ただし、明治末期には、少年音楽隊の活
躍によって子どもに近接した音楽会や演奏会
が浮上することになった。
創生期の東京三越少年音楽隊（大森.1986.p.90）
　1909年（明治42年）、東京・日本橋の三越
では、新しい企画である「三越児童博覧会第
一回」の開催に向け、東京市内在住の11歳か
ら15歳までの少年12名の楽員を募集し、少年
楽隊を結成した。この百貨店主催の「児童博
覧会」では、スコットランドの軍楽隊の服装
を新調した制服を着て、初演奏を披露した。
開会では「君が代」と簡単な合奏と合唱を演
奏し、合唱では、｢はとぽっぽ｣、「お月さんい
くつ」、「鉄道唱歌」、「桃太郎」を歌った。この
会で観覧者に対しておこなった「一番興味の
あった物」という投票では、少年音楽隊が１
位という予想以上の好評を得た。児童博覧会
は、第2回、3回と続き、プロググラムでは音
楽隊が活躍した。特に、この博覧会では、イ
ギリスの幼稚園児童の遊戯、学校の年長・年
少者のオーケストラ演奏の写真を陳列するだ
けでなく、琴や三弦をはじめ、小風琴や蓄音
器も展示され、音楽と子どもの結びつきも強
調された。
　同楽隊は、1911年（明治44年）の試演会に
て、吹奏楽「アンナ・ボレナ中のカバチナ」、
「トロバドーアの中の音楽の花環」、「西斑牙風
明治・大正期にみる子どもに関する音楽会
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小夜楽」と2部合唱「花少女」、独唱「荒城の
月」ピアノ独奏「バースデーマーチ」をはじ
め、番外編の邦楽「勧進帳」が吹奏楽で演奏
された。これらの多種に及ぶ演奏の出来は、
「管楽は初回としては余り荷重なりき。…切
に発展を祈る」31とあるように、十分な技量で
はなかったようだ。しかし、次第に演奏技術
を進歩させた少年音楽隊は、三越の広告塔と
して、店内演奏だけでなく、華族会館や帝国
ホテルの舞踏会、紅葉館や精養軒にて出張演
奏をおこなった。
　こうした三越少年音楽隊の成功を鑑み、他
の百貨店や商店も同様に、お抱えの音楽隊を
結成する動きが、東京のみならず地方都市に
もみられた32。例えば、1911年（明治44年）、
名古屋のいとう呉服店(1925年に松坂屋と改
称)がそうである33。この少年音楽隊は、社内
行事や開店大売出しで出演し、「ドナウ河の
漣」、「波のワルツ」、「軽騎兵」、「詩人と農夫」
といったマーチやワルツを得意とした。彼ら
の本来の演奏目的は店の宣伝であったが、他
にも市内の公園で公開演奏会をしたり、子ど
も会や市民行事に参加したりなど、その活躍
は中部地方の洋楽の普及と啓蒙も担った。さ
らに、彼らは、1914年（大正3年）には、上
野公園の音楽堂で催された御大典奉祝の東京
大正博覧会で、三越少年音楽隊と競演し、華
やかな音楽合戦をした。その頃には、吹奏楽
団から管弦楽団へと発展し、活動の場も全国
へと移った。
2-2 学校における音楽会
　一方、子どもに娯楽や慰安を提供する目的
の劇場とは別に、音楽会が普及したのが学校
31 『音楽界』(1911.4巻10号.p.45)
32 関西では、大阪三越少年音楽隊に続き、1912年
（大正元年）、京都大丸で少年音楽隊が存在した。
1923年（大正12年）には、大阪高島屋音楽隊も
登場した。さらに、出雲屋という鰻屋と食品経
営のチェーンストアが出資した出雲屋少年音楽
隊も出現した。この出雲屋少年音楽隊には、の
ちの作曲家の服部良一、トランペットの南里文
雄、ジャズの中沢寿士も所属した。
33 この楽団は、のちに名古屋交響楽団（1932年）、
松坂屋シンフォニー・オーケストラ(1935年)、
中央交響楽団（1936年）の前身ともなった。
という教育現場である。学校の場合、音楽会
というより、発表会や学芸会の趣が強い学校
行事の一つとなるが、なかには父兄懇話会・
学術談話会とともに音楽会を実践する学校も
あった。例えば、女学校では、唱歌を出し
物とする唱歌会が明治20年代頃からすでに始
まった。また尋常小学校では、明治30年後半
頃には、学芸会の児童の出し物として、唱歌
や簡単な器楽演奏を披露する学校もあらわれ
る。こうした学芸会が浸透し、明治末期には、
お伽歌劇や唱歌劇も登場する。
　その一例を挙げると、東京の京橋区築地小
学校では、1912年（大正元年）に創立記念の
式典としての「文芸会」が催されている。プ
ログラムには、前座の生徒の出し物を含め、
白木屋音楽隊のバイオリン合奏・少年剣舞・
お伽神楽・能狂言が余興として組まれた。ま
た、1915年（大正4年）、学芸会を早い時期に
取り入れた東京小石川区（文京区）の林町尋
常小学校では、各学期末には「児童会」とい
う名称で、唱歌を含む学習発表会を開いてい
る。1917年（大正6年）の節句会の記事に、
「校長から本日の催しに就いてお話が御座い
ました。次いで児童の唱歌其のほかの演技十
数番は何れも愛らしく中々の好評でありまし
た」34
　とあるように、唱歌を披露した様子が確認
できる。他にも、主に東京の小学校や女学校
を中心に、児童による音楽会や唱歌会が盛ん
になり、各地への波及が確認できるのだが、
学芸会や児童会の出し物は、お伽倶楽部や有
楽座子供日のプログラムに倣ったものが大半
であったといえる35。
　もちろん、地方の学校でも同様の様子が確
認できる。1919年（大正8年）6月に、愛知女
子師範学校の講堂では、名古屋市唱歌研究会
と名古屋市西部小学会の合同主催で「児童音
34 同校が発行する「家庭ト学校」第9号（1916年9
月発行）「端午の節句会」に関する記事より（日
本児童演劇協会.1973.p.19）
35 童謡作家となる葛原しげるも1909年に東京麹町
区の小学校で教鞭をとるが、初等科2、3年を担
当したとき、有楽座子供日の「お伽芝居」に刺
激されて、学芸会に取り入れたという。（日本
児童演劇協会.1973.p.14）
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楽大会」を盛大に開いた。市内10校の小学校
生徒から「選り抜きの歌い手」が唱歌を歌っ
た。傍聴に来た児童は各校から120、30名に
のぼり、計1300名が集まる大会となった。曲
目は、「夏は来ぬ」、「助け船」、「朧月夜」、「納
涼」、「雨」、「子守唄」で、最後の「子守唄」は、
｢歌手が可愛いのでよく調和していた｣と記さ
れる36。この大会では、児童の唱歌の合間に、
成人のヴァイオリン演奏や女子師範生の三部
合唱もあった。
　同じ頃、山形県では山形教育会初等教育
部会主催で「第12回音楽会」が開かれた。第
一部に、各小学校5年生の女子児童40名が参
加し、「朝の歌」、「浦島太郎」、「乃木夫人」、「緑
陰」、「森の楽隊」、「愛国」、「はと」、「忠君愛国」
など計22曲の唱歌が合唱で披露された。
　このように学校教育の場でも唱歌教育の導
入から経過し、音楽会というよりも発表会の
形ではあるものの、明治中期にみられた大人
の音楽会や演奏会と変わらない演目での音楽
実践があったことがわかる。
2-3 民間の音楽会
　子ども向けの音楽会や演奏会に早い時期か
ら目を向け、実践したのは、都市の娯楽発進
の場となる劇場である。その代表である東京
の有楽座は、1909年（明治42年）に第1回「有
楽座子供日」を催し、お伽芝居「玩具の窟」
のほか、奏楽・少年剣舞・曲芸・活人画とい
うプログラムを組んでいる。歌劇や音楽ほか
異種の演題が混在しているものの、聴取者は
子どもを想定しており、この「子供日」は、
月代わりで、毎週土・日・祭日にバラエティ
に富んだ内容で定期的に開催された。この「子
供日」は、1920年（大正9年）まで、有楽座
が帝国劇場と合併するまでの約12年間興行が
続いた。また、帝国劇場では、有楽座に対抗
する形で「家庭娯楽会」を1916年（大正5年）
に開催する。この会では、お伽芝居「舌切り
雀」のほか、タンバリンやダンスが演目に上
がった。
　これらの劇場が、子どもに関連した音楽を
36 『音楽界』（1919.214号.p.42）
含む集会に頻繁に利用され、欠かせない場所
となったのは、1918年（大正7年）の童話・
童謡集『赤い鳥』の創刊をきっかけとした童
謡運動が高まった時期だ。大正期の童謡運動
の最盛期には、以前とは比較にならない数の
子ども向けの音楽会や童謡音楽会が、都市部
のみならず、全国各地で開かれた。大正10年
前後の『音楽界』が誌面に設けた「童謡と童
話劇」欄には、全国各地の子ども向けの音楽
会や童謡音楽会の情報が数多く掲載されてい
る。特に、1922年（大正11年）前後の記事では、
全国各地の児童研究会や童話・童謡研究会が
主催する音楽会が活発な様子が伝わる。
　とりわけ、大正期の童謡音楽会のブームに
火をつけたのは、本居長世37率いる「如月社」
と称する新日本音楽38の活動で、童謡と民謡
と舞踏を中心に、本居が自らの娘らを演者と
し、全国各地の大都市で成功を収めたことで
ある。本居長世と童謡歌手の姉妹、吉田晴風、
瀬野伊都子らによる演奏旅行は、その評判が
高まるに伴い、地方都市でも大きな音楽会が
開かれる機会を作った39。この一団が参加した
音楽会の数は、例えば、1922年（大正10年）
の9月のみの巡業日程を確認すると、門司や
熊本をはじめとし、九州地方の音楽会にまで
数多く出演したことがわかる40。
　この本居長世率いる団体は、多くの場所で
子どもに関連した音楽会を担当した。1922年（大
37 1908年（明治41年）東京音楽学校本科を首席で
卒業し、日本の伝統音楽の調査員をしながら、
ピアニストを志すが途中で断念した。教え子に
中山晋平や弘田竜太郎がいる。
38 大正中期から昭和初期にかけて、宮城道雄と吉
田晴風が中心となって、邦楽の伝統も維持しつ
つ、洋楽の要素も摂取し、種目・流派の枠を超
えた新しい邦楽の目指した運動を指す。
39 地方巡業をおこなった演奏団体の活躍は、大人
の音楽会でも同様に見受けられた。例えば、声
楽家の山崎善次郎が率いる濤川瀧江、庄司久子、
小林武雄、池上重雄によるピアノや声楽の専門
とする演奏家の一団は、1 ヶ月の日程で、名古
屋・京都・神戸・福井・大阪方面に巡演している。
翌月の予定には、鹿児島・呉・岡山・高知市の
音楽会に出演したとある。大正期には、音楽会
や演奏会の全国巡業の基盤が整い、子どもも大
人も含めて、音楽会がいかに日本全国で広く享
受されていたかが理解できる。
40 『音楽界』(1922.240号.p.34)
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正11年）、「京都音謡民謡舞踏音楽大演奏会」
には、本居親子の童謡独唱や舞踏が披露され
た。同じく京都での「学制発布五十年記念の
音楽大演奏会」では、第四師団軍楽隊の管弦
楽と本居姉妹の童謡独唱や童謡踊他、尺八と
ピアノの合奏や長唄がプログラムにあった41。
　さらに、子ども向けの音楽会は工場で働く
子女にも及ぶ。1922年（大正11年）に富士紡
川崎工場にて、弘田竜太郎が「工場音楽の作
曲」、小林愛羅が「工場音楽の歌と振」の講
演をおこない、川崎工場の工女たちは「小山
工場歌」（小林愛羅作詞・弘田竜太郎作曲）や
「川崎工場少女会歌」ほか「休憩歌」や「富
士踊」、「花見唄」を歌う様子が記録されてい
る42。第4部に及ぶプログラムには、少女歌劇
「じまんくらべ」、「春子の夢」、「蜘蛛」が同じ
く工場で働く少女らによって演じられた。
　また、公的な機関や組織、例えば自治体な
どが主催する子ども向けの音楽会も現れた。
1921年（大正10年）10月、横浜市が主催する「児
童音楽会」がおこなわれ、市内の小学校と女
学校と女子師範学校が参加し、1500人の聴衆
を集めた。プログラムには、女子児童の「靴
が鳴る」をはじめ、男子児童が「家の兎」や「山
登り」の斉唱があった。また、翌年6月、東
京市の社会局が1週間開催した「夏期児童保
護デー」43は、音楽会が組み込まれた。演奏は
戸山学校軍楽隊に依頼し、「細民児童本位」の
音楽会を企画した44とある。
　この節を通じて、大正期には、子ども向けの
音楽会が社会に広く浸透し、その目的および
主催者の多様性が確認できる。
3 マス・メディア主導の冠音楽会
3-1 児童雑誌主催の音楽会
　日本における児童雑誌の出現は、1888年（明
治21年）に創刊された『少年園』が嚆矢で
41 『音楽界』（1922.247号.p.35）
42 『音楽界』（1922.247号.p.35）
43 この企画は、市内で死亡率が高く、伝染病の流
行しやすい数ヶ所の地区で衛生講演会を開くと
同時に、一般児童の遊びを矯正する目的であっ
た。
44 『音楽界』（1922. 249号.p.38）
ある45。1889年（明治22年）『少国民』に続き、
1890年（明治23年）、博文館はそれまでの少
年雑誌を『少年世界』46に統合したことで、発
行部数を万単位とした。そして、明治20年代
以降、少年雑誌や児童文学が出版界・文学
界の一ジャンルとして確立された経緯があっ
た。1900年前後には、児童雑誌の創刊が相次
ぎ、児童雑誌界は活気づいた。さらに『日
本之少年』（1889年）、『少年文武』（1890年）、金
港堂が『少年界』（1902年）、『少女界』（1902年）
を創刊した。時事新報社が『少年』（1902年）、
大正期に入り『少女』（1908年）、博文館は『幼
年世界』（1900年）、『少女世界』（1906年）を立
ち上げた。実業之友社は、『日本少年』（1906
年）、『少女の友』（1908年）を掲げ、児童雑誌
界に新たに参入した。このように、明治末期
から大正初期にかけて、その読者対象が児童
であり、児童とは‘少年’のみを指していた
出版界では、少年／少女／幼年の分節をみた。
対象読者としての‘子ども’が細分化された
以降の児童雑誌は、子どもに関連した音楽会
の浸透に大きな役割を果たすことになる。
　児童雑誌『少年世界』、『少女世界』を抱え
る博文館では、「お伽倶楽部大会」や「少年少
女大会」の名目で、子どもを観客とする公演
を地方都市で次々と開催した。1915年（大正
4年）には、富山市、金沢市、高岡市、福井市、
三国、武生を回り、お伽講演や少女対話の余
興をした。また、講談社は、1914年（大正3年）
に、少国民の課外教育を目標とし、第1回「少
年少女大会」を開催している47。児童雑誌を抱
える出版各社が雑誌の宣伝も兼ね、文化事業
として、子ども向けの大会を盛んに開いてみ
せたのだった。その大会では唱歌や器楽演奏
をはじめ、お伽歌劇はプログラムには欠かせ
ないものとなった。
　また前節でも触れた童話・童謡集『赤い鳥』
45 それ以前にも報知新聞の『新聞小学』（1875年）
や『頴才新誌』（1877年）も児童向けといえるが、
本格的な作家陣を迎え、画期的な編集を試みた
児童雑誌は『少年園』である。
46 月2回の発刊。菊判で120頁前後、内容は論説・
史伝・科学・小説・遊戯・文学・時事・学校・
遊覧・新刊案内の記事が掲載された。
47 翌年には「少年倶楽部愛読者大会」を開催した。
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の創刊開始後、童謡運動の高まりも伴い、音
楽会も多くみられた。例えば、『赤い鳥』では、
1919年（大正8年）6月に、発刊１周年記念と
して「赤い鳥音楽会」を帝国劇場で催した。
この会では、山田耕筰を招き、管弦楽の演奏
に加え、少女10名による童謡の合唱・独唱も
披露された。
　さらに『赤い鳥』に続き、『おとぎの世界』、
『こども雑誌』、『金の船』(後に「金の星」と
改題)、『コドモノクニ』、『童話』が創刊された。
例えば、『金の船』は、『赤い鳥』の後続児童雑
誌であるが、この時期に創刊された児童雑誌
は、童謡が主眼であったため、子どもの音楽
と直接的に関連した。『金の船』は、詩人・
童謡作家の野口雨情が創刊号から参加し、作
曲家では、本居長世、中山晋平、藤井清水が
創作の中心的人物であった。この雑誌は、野
口と本居のコンビによる「十五夜お月さん」
をはじめ、多くの童謡曲を輩出した。それま
での本居は、器楽曲や歌劇作品をはじめ、大
人向けの独唱曲や合唱曲を数多く発表してい
たが、この児童雑誌の仕事を通じて、童謡の
作曲に取り組むようになり、童謡作曲家とし
ても一名を馳せたのである。こうして、大正
期の童謡運動による音楽や童謡を中心とした
子ども向けの会は隆盛をみた。
　童謡運動の高まりと上記の童謡雑誌に刺激
を受け、全国に多くの童謡研究会が発足し、
これらの団体が子ども向けの音楽会を数多
く企画した。例えば、1920年（大正9年）に
は、青い星児童講演会は、駒込大学青年会館
で、「子供の為めの音楽会」を開催している。
プログラムでは「夕やけ」、「カナリア」、「お月
様」、「舌切り雀」、「とんび」、「お山の猿」といっ
た童謡が独唱や合唱の形で東洋幼稚園の園児
らによって歌われた。さらに、唱歌遊戯やピ
アノ独奏が披露され、弘田龍太郎がピアノで、
杉山長谷夫がヴァイオリンで、また梁田貞が
独唱を披露するなど当時を代表する音楽家が
参加したのであった。
　翌年には、東京神田青年会館にて、「とんぼ
童謡音楽会」が開かれており、すでに人気の
高い本居姉妹の童謡独唱もあった。本居みど
りが「お山のタイ小学校児童」、「お月さん」を、
本居きみ子が「三人姫」、「烏の手」、「子守唄」
を歌い、童謡劇として、本居みどりと瀬野伊
那子が尺八助奏で「月の国」を演じている。
　当時、神戸市在住の音楽教育者の北村久雄
は、1922年（大正11年）で2つの幼稚園と18
校の小学校が集う童謡音楽会に足を運んだ際
の感想を以下のように述べる。
　「第一愉快に感ぜられたることは、童謡音
楽会という、新鮮な催しであります。只今の
小学校唱歌教材が、児童のヴィヴィッドな感
情に少しも親しいリズムを、波打って行くこ
との出来ない様な、乾からびたテキストばか
りで有るのに、…（中略）、真によい童謡の
音楽会を開いて、児童や、又乾からびた感性
の持ち主となった大人達の胸に、美はしくも、
ひたひたと匂っていくやわらかな芸術の光に
拠って、幼い生の歓びと、盛り返り来る大人
の若々しい喜びの中に、美しい感情やふくよ
かな同情を、つちかっていくことをば、どの
位願っていたかしれませんでした。」48
　北村は、この童謡音楽会以前にも多くの音
楽会を聞きに行ったと述べているのだが、演
者が子どもであるのに加え、多くの子どもが
観客として集う童謡音楽会は、新鮮なものと
して目に映ったようだ。この大正期の童謡運
動による子どもを主体とした文化運動の高ま
りは、子どもの音楽活動にも色濃く反映され、
大人と子ども双方を巻き込んだ音楽会として
確立した。
3-2 少女雑誌主催の音楽会
　前節では、児童雑誌と音楽会の結びつきを
確認したが、もっとも活発であったのは、少
女雑誌の領域である。日本各地で多くの少
女49 を巻き込む愛読者大会が催された。愛読
者大会では、唱歌や音楽演奏は欠かせないプ
ログラムの一つであった。読者である少女た
ちは演者として舞台に立ち、唱歌の合唱・独
唱、琴・琵琶・三味線・ピアノ・オルガン・
48 『音楽界』（1922.245号.pp.2-5）
49 もちろん、このような少女文化が当時の少女す
べてを代表するものではない。少女雑誌を手に
し、愛読者大会に参加できるのは裕福な階層に
属する少女に限られた。
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アコーディオン・ハーモニカ・ヴァイオリン
の演奏をはじめ、舞踏やお伽歌劇とバラエ
ティに富んだ音楽実践をみせた。ときには、
蓄音機をもちこみ、レコード鑑賞をすること
もあったという。
愛読者大会仙台会場の様子 
（『少女の友』1913.6巻14号）
　なかでも『少女の友』は、創刊開始から、
他の少女雑誌と比較にならないほど愛読者大
会を多く開催した。創刊年の1909年（明治42
年）4月には、東京で「少女の友大会」を有
楽座で開催している50。翌年の誌面上で、全国
各地の愛読者大会の告知や報告が数ページに
及び、掲載される様子からも盛況ぶりがうか
がわれよう。例えば、1910年から翌年にかけ
ての記事には、東京・神戸・大阪・旭川・千
葉・山形・柏原市（大阪）・金沢・札幌・広島・
奈良・山口・熊本・長崎の全国各地の愛読者
大会の報告がある。特に都市部での大会は、
参加者の規模も大きく、第1回、2回と回数を
重ねる51。参加者人数の規模はさまざまである
ものの、広島市では500名から600名、神戸市
では400名、長崎では500名、熊本では400名
の少女たちが参加した52記録が残っている。
　このうち東京市五区総合大会の詳細を確
認すると、君が代合奏、ダンス「コロチン」、
合唱「ローレライ」、琴「常盤の栄え」、お伽
50 入場券は20銭で、1000名を定員とした。（『少女
の友』1908.1巻9号.p.100）
51 大正期には「友ちゃん会」の名称で定着した愛
読者大会は、全国の都市では月に1回のペース
で開催されるようになった。
52 『少女の友』（1911. 4巻7号.pp.80-87）
話「勇ましき姉妹」、對話「座敷牢」、唱歌「ダ
ニュープの恐れ［ママ］」の演目が13番まで
組まれ、休憩を2回はさむ3時間のプログラム
構成だ。当日は満員で、市内の多くの少女が
集い、出し物を堪能したとあり、その盛況ぶ
りは、以下の記事に記される。
　「二月三日、日曜、天気晴朗、正午十二時
三十分開会というのに、九時にはもう門内数
十名の諸嬢がおしかけておられました。楽隊
は玄関の脇でプカプカドンドンをやる音につ
れて、会員諸嬢のお出では益々繁く、十一時
半開場の際は、幹事諸嬢は汗みどろになって
おられたけれど、とても制しきれない程でご
ざいました。」53
　一方、地方都市での愛読者大会は、都市で
活躍するお伽会を招聘する形をとった。例え
ば、1920年（大正9年）の広島少女大会では、
大阪・京都のお伽会やお伽倶楽部を招いてい
る。また、山形県酒田町でおこなわれた第二
回お伽大会では、百数十名の少年少女が集い、
琴やヴァイオリン、合奏が催された54。
　そして、『少女の友』では、こうした全国各
地で開催された愛読者大会の様子を毎号で報
告した。その報告から内容を確認すると、愛
読者大会では慣例として、必ず冒頭に会員全
員による「君が代」が斉唱された。次に、合
唱・独唱を続き、ピアノ・ヴァイオリン・ハー
モニカ・琴・琵琶の演奏・舞踏などの演目が
主に読者による演奏で構成されるプログラム
であった。つまり、音楽主体の演奏会、ある
いは音楽会といっても過言ではない。そして、
その内容は、大人の音楽会の演目とあまり大
きな違いもなく、都会／地方の間で大きな差
異はない。当時のいわゆる良家の子女たちの
たしなみや習い事であるピアノ、オルガン、
ヴァイオリン、琴、琵琶の演奏が演目の主流
である。少女雑誌が主導した会にみる音楽活
動は、子どもという主体をさらに‘少女’へ
と特化した点に特徴があらわれている。つま
り、音楽という活動領域が女性のものである
という依然と変わらぬ音楽に係るジェンダー
53 『少女の友』（1910.3巻3号p.79）
54 『少女の友』（1910.3巻3号p.80）
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観が色濃く反映されたのであった。
3-3 新聞社主催の音楽会
　児童雑誌以外に、新聞社もまた子どもに照
準をあてたイベントを積極的に開催した。各
新聞社が本格的に児童文化事業に取り組み始
めたのは、児童雑誌社や百貨店が子どもに注
目した時期と同じく、大正期に入ってからの
ことである。
　1916年（大正5年）の『音楽界』には、大
阪毎日新聞社の慈善事業として開催された北
浜帝国座での宝塚少女歌劇の演奏会に関する
記事がある。一部は管弦合奏、二部では日本
曲の「鶴亀」のマンドリン合奏、歌劇の「日
本武尊」、「ダンス、エクレー」、「メリーゴーラ
ウンド」、「三人獵師」が演じられたとある。
　「帝国座前は、愛らしき子女達が阿母さん
やお祖母さんさてはお阿父さんの手を引張つ
ていそいそと入場する家庭の幾団引きも切ら
ず、（略）場内の美々しさ云わん方なく、開演
時刻の午後六時には早くも満員を告げたり。
第一部は管弦合奏に始まり、曲目の順を逐う
て演ぜられしが、舌切雀は坊ちゃん嬢ちゃん
方の喝采湧くが如く、観覧席に溢るる無邪気
な歓声は可憐な舞台面と相俟って、劇場内は
さながら天使の遊べる楽園の如く大人の見物
達さえもそれに釣込まれて朗かな笑い声が場
に充つ」55
　この記述では観客である家族や少年少女が
歌劇を鑑賞し、喜び楽しむ姿が多少誇張され
た様子で確認できる。
　1921年（大正10年）10月には、報知新聞主
催で、「報知少女音楽会」が開かれ、小学生女
学生の300数十名の少女が集った。
　「選り抜きの天才少女でピアノにせよ、歌
にせよ、バイオリンにせよ、或いはオルガン
にせよ、決して大人に劣るものではありませ
ん。殊に、合唱対話唱歌、乃至章歌劇など到
底他に見るべくないものが多数あります。兎
に角、美しい可憐な而して感慨深いもので
す」56
55 『音楽界』（1916.171号.pp.78-79）
56 『音楽界』（1921.241号.p.3）
とその様子を伝えている。
　1923年（大正12年）には大阪朝日新聞社主
催で、「家庭用児童劇模範公演会」が開催され、
新児童演劇を提唱する坪内逍遥による公演や
児童劇の出し物がおこなわれている。これは、
大阪朝日新聞社が幼児向け月間絵雑誌『コド
モアサヒ』（1923年創刊）の記念事業であった
が、大阪・京都・神戸・名古屋各地で、子ど
もとその保護者を聴衆として迎えた。
　翌年には、『コドモアサヒ』の後援で、「御成
婚記念コドモ会」が大阪高島屋で開催され、
童話劇や童謡音楽会やお伽劇が上演された。
朝日新聞では、こうした子どもを対象とした
催し物の主催や後援を活発におこなった57。
　地方各都市の新聞社でも同じような子ども
向けの催し物がおこなわれている。例えば、
香川県では、高松少女会主催で、四国民報社
後援によりが、1921年（大正10年）9月に築
地校講会堂にて童謡音楽会が開催された記録
がある。
　「余り先例の少いこととて数日前よりの噂
は、咲きこぼれる葉鶏頭のように、そこここ
の話題となり、さしもに広い講堂も開会前に
満員入場謝絶の大盛況であった」58
　この会では、少女会員である児童による合
唱「カナリヤ」、「雨」をはじめ、独唱で「月
見草」、「風よいそいで」、「夕日」、「あひる」、「雀
のお宿」ほか、「かわいい子」、「林檎とり」、「兵
隊さん」が演目であった。さらに番外として、
成人の民謡の独唱やヴァイオリンやピアノ演
奏も加わった。その様子を伝える記事は以下
のようなものだ。
　「集れる千に近い聴衆中には、中等学校長
を始め各種有識階級の人々を網羅し、子供も
婦人も、鬚の紳士も共に、あどけない感情の
世界に童心になって、享楽とせし事は近頃の
57 1926年（昭和元年）に大阪朝日会館が設立され
ると、「アサヒ・コドモの会」と呼ばれる催し物
を毎月おこない、1931年（昭和6年）までの第
58回までに約7万6000人の観客を動員した。そ
こでは、お伽口演・唱歌・童謡・舞踏・童謡劇・
管弦楽・吹奏楽・人形芝居など、子ども向けの
趣向を凝らした出し物が企画された。
58 『音楽界』（1921.240号.p.23）
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レコード破りであった」59
　「アサヒ・コドモの会」の活動の中心的な
人物であった高尾亮雄は、子どもたちのため
の娯楽の提供を試みた。大正期に入ってから
の児童文化への関心の高まりとジャンルの浸
透により、新聞社もまた子どもに照準をあて
たイベントとして、音楽会や音楽に関連した
子ども会を積極的に開催した経緯がみられ
た。新聞社主催の子どもに向けた新たなイベ
ントが地方都市各所で展開され、それが児童
文化の一躍を担ったのはいうまでもない。
4 子どもに関連した音楽会の浮上
4-1 聴取者としての子ども
　第2章や3章で確認したように、子どもに関
連した音楽会や演奏会はまず、一部の西洋文
化に触れることのできた‘大人の領域’にあっ
た。一方、子どもに関連する音楽会に至るま
でには月日を費やした。そこで、音楽会の聴
取者において子どもが浮上するまでの過程を
整理したい。
　明治初期の音楽会は、外交や欧化政策を通
じてごく一部の階級の成人が享受するもので
あった。例えば、第1章で触れた最初の洋楽
演奏会とみなせる音楽取調掛の演奏会の聴取
者は、「高貴の方々から内外貴紳、文部卿以下
関係諸官、学校生徒親族らで満員の盛況で
あった」60とあり、ごく一部の層でしかなかっ
た。当時、これらの音楽会では、入場者も足
りず、通行人に入場を懇願するというエピ
ソードにみられたように、聴取者の獲得には
苦戦している。
　その後、音楽会は、東京音楽学校や民間の
音楽団体の活動の浸透とある程度の演奏技術
が進んだことから、「洋楽の聴衆」も徐々にで
はあるが出現した。例えば、東京音楽学校の
奏楽堂では、約700〜800人を収容できたとあ
り、「大学生やインテリ層が多く、専門学校卒
59 『音楽界』（1921.240号.p.28）
60 堀内.1968.p.38
業以上の婦人が多かった」61ものの、春秋二回
の定期演奏会の聴衆は定着した。さらに具体
的にいえば、文学者や画家、音楽家といった
美術学校や音楽学校や帝国大学を卒業した一
部の都市部のインテリ層であった。また、そ
の閉鎖性の一因は、音楽会が会員制の形を
取っていたからだとも考えられる。
　その後、徐々ではあるが聴衆層が増える
きっかけとなったのは、東京・大阪を中心に
洋楽に興味をもち、積極的に演奏会に足を運
ぼうとする新たな聴衆の出現であった。つま
り、有料の演奏会が成立する規模で、洋楽に
親しむ人びとの出現があった。とはいうもの
の、当時の音楽会の聴取者は、やはりその大
半が都市部のインテリ学生で、明治中期の一
般の民衆にあっては、西洋形式の音楽会、演
目内容自体もなじみの薄いものだったといえ
る62。
　西洋音楽の聴取者の広がりをみせた経緯に
は、明治20年代以降の軍楽隊や市中音楽隊の
活躍があった。もちろん、当初の軍楽隊の活
動は、脱亜入欧のスローガンのもと、一部の
園遊会や舞踏会などの伴奏音楽や余興として
享受された活動であり、一般民衆や子どもの
階層に知れ渡るものではなかった。こうした
層に及ぶ活動になるまでにはさらに月日を要
した。
　明治中期以降の音楽会開催の趣旨には、西
洋音楽を通じて芸術を愛好し、趣味・文化の
向上を図るという啓蒙主義的な目的が強まる
傾向があった。つまり、音楽会は西洋音楽の
普及と浸透を図ることを主眼におかれ、一部
の特権的な社会階層に属する限られた人たち
が支えた活動であったといえよう。
4-2 家庭音楽の改良と‘健全な音楽’
　明治期の子どもにとって、西洋音楽の最初
の接触はいうまでもなく学校唱歌である。西
61 野村・中島・三善.1978.p.22。また、これらの
音楽会は「顔ぶれいつもおんなじ」だったが「そ
の人たちが中心になってだんだん増えていっ
た」（野村・中島・三善.1978.p.21）とある。当
時の聴衆は、切符ではなく会員制のような形で
参加が可能だったようだ。
62 堀内.1968.p.124
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洋の音楽教育に倣い、試行錯誤ではありなが
らも学校唱歌を取り入れた過程がある。そし
て、明治中期以降にみる「子どもと音楽」に
関する言説で非常に多くみられるのは、「猥歌
撲滅」、「猥歌追放」のスローガンである。つ
まり、知識人、教育や音楽教育に関わる指導
者や教師の間では、子どもの遊び歌である手
毬唄・数え唄・子守唄は卑俗だという認識の
もとそれらの排除、改良をめざした。これは
子どもの音楽文化のみならず、当時の知識人
や国家指導者は、従来のあらゆる日本文化に
おいて西洋化を進め、改良をはかろうとした。
つまり、従来の日本の風俗・言語・演芸・生
活様式のあらゆる分野で「野卑、卑猥、野蛮」
な点を非難し、西洋と比較し、日本の「後進
性」を改良、排除することで、「進歩的」な国
家の樹立をめざそうとした。
　そうした背景にあって、学校唱歌で育って
きた子どもが、明治後期には、西洋音楽に対
する順応性を持った。また親や社会が、子ど
もの教育について、‘健全で高尚なるもの’を
与えるという風潮も強くなった。そこで、西
洋音楽を高尚な趣味として捉える見方が都市
部の新しい中間階級を中心に浸透した。これ
は明治末期から大正期にかけて成人の音楽会
の浸透を通じて広まった、西洋音楽が ‘純粋
で高尚なもの’であるというイデオロギーと
同様である。
　1911年（明治44年）において、女子音楽学
校長の山田源一郎氏が「家庭の清興味」とい
うタイトルで以下のように述べる。
　「善良なる感化　西洋では斯う云ふ楽みは、
多きの良き家庭に行はれて居るやうでござい
ます。彼地は音楽が盛んでありますから。何
も別段劇場へ行ったり、音楽会へ行ったりし
ないでも一家族でいろんな合唱会が成り立
ち、一夕の快を十分に取ることができます。」63
　ここには、音楽が子どもの家庭教育に資す
るものとしての認識があり、それは劇場や音
楽会でなくとも家庭の中で醸成できるものと
いう見解が示される。
　大正期には、さらに、芸術という思想が子
63 『音楽界』（1911.4巻6号.p.57）
ども文化にも影響を及ぼす。大正・昭和初期
にかけて席巻した芸術教育は、第一次世界大
戦後、民主主義や自由主義の思想に基づき、
デューイらが提唱した自由教育運動として大
正初期に広まった。このような教育界の動向
が、芸術教育思想として紹介され、音楽教育
のありようにも大きな影響を及ぼした。音楽
領域では、芸術運動として勃興した大正期の
童謡運動を始め、音楽教育では鑑賞力や創作
力に関する新たな指導方法が着目され、その
実践は昭和期へと連なっていく。
4—3 和洋折衷スタイルによる音楽会の普及
　明治政府による拙速な欧化政策により、従
来の日本文化との衝突とその衝突によって生
じた軋轢は、音楽分野にも及んだのはいうま
でもない。
　第1章1節でも触れた明治以前の在来音楽で
ある三曲は、明治政府主導のもと、1871年（明
治4年）には当道組織と普化宗の廃止が命じ
られたこともあり、混乱が生じた。その混乱
の結果、「洋楽に対するものとして邦楽の器楽
性を求める風潮はすでに音楽取調掛時代から
みられたが、この時期には、洋楽と並んで演
奏され鑑賞される楽曲として、人々の嗜好も
器楽的な楽曲へ向かっていった」64。また、「明
治20年代は、明治維新による混乱から漸く立
ち直り、演奏の充実と活発化を推し進めてい
た時代」65と記されているように、その後、三
曲の分野で鑑賞会形式の公開演奏会が普及
し、音曲の演奏会形式も西洋のものへと改良
されたのである。例えば、1902年（明治35年）
にあって、長唄研精会の創立で、第1回は日
本橋クラブであったが、以後は有楽座におい
て、おさらい会から芸術本意の演奏会、一種
のコンサート形式の演奏会形式へと飛躍した
とある。つまり、その鑑賞のあり方を西洋の
形式に倣ったということだ。
　この和楽からの西洋音楽への接近とその演
奏題目と鑑賞形式にみる折衷主義は、第3章
で確認した各分野にみる子どもの音楽会の演
64 野川.1991.p.57
65 野川.1991.p.57
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目にも見受けられた。それは、西洋音楽だけ
ではなく、邦楽も歌劇も含め、異種混合のバ
ラエティに富む構成であった。この和洋折衷
のスタイルは、明治中期の東京音楽学校や軍
楽隊の演目と同じである。黎明期や中期の音
楽会では、洋楽も邦楽も一緒に演奏され、な
じみのない洋楽と親しみのある邦楽を雑然と
並べた和洋混交の音楽会が定型であった。そ
れが大人の世界の方では、‘本場の西洋音楽’
と‘そうでない西洋音楽’、あるいは邦楽／
洋楽、さらには洋楽と邦楽の折衷など、西洋
と土着をめぐるイデオロギーの衝突と軋轢が
生じるなか、子どもに向けた音楽は、こうし
たイデオロギー抜きでその両者を曖昧にする
形で享受された。
　特に、大正期の童謡運動では音楽会が盛ん
におこなわれたが、上述した様子が反映され
た。それは、当時の子ども向けの音楽会での
音楽を創作し、提供した結果、人びとから好
評を得た本居長世の活躍が象徴している。本
居は新日本音楽運動66に参加した一人で、箏
曲家の宮城道雄尺八家の吉田晴風らとともに
洋楽と邦楽の融合を模索する過程67にあって、
時期の重なった童謡運動と新日本音楽運動
は、和洋折衷の音楽を体現したもので、それ
が子どもやその家族を鑑賞者にして成功した
という点は特筆すべきことだと考える。
4-4 イベント産業の進展と子どもの音楽
　明治期の音楽会や演奏会では、園遊会・学
校の運動会・式典の行事での伴奏音楽として、
洋楽の演奏が慣例となったことが見受けられ
た。さらに、大正期には、興行界でも、アメ
リカ映画の輸入が開始され、無声映画の活動
66 この運動の功績の一つは、邦楽界に「楽曲を鑑
賞する」というあり方をもたらしたことにもあ
る。
67 正月によく耳にする「春の海」（宮城道雄作）は
その代表曲である。
写真の伴奏音楽68として、従来の吹奏楽では
なく、管弦楽編成の楽団を採用した。この新
しい娯楽文化とともに、洋楽が人びとの生活
の中に浸透しつつあった。特に、娯楽施設が
集まる興行街では、吹奏楽や管弦楽の音楽は、
人びとの注目を集める華やかな音楽として歓
迎された。
　また、百貨店や劇場といった商業施設をは
じめ、メディア産業が提供するメディア・イ
ベントが近代的な文化や消費生活のイメージ
を浸透させ、大衆娯楽を組織化する装置とし
て機能した。2章で触れた百貨店が抱える少
年音楽隊は、子どもに関わるイベントを通じ
て、近代的な子ども像や子どもの娯楽という
消費生活のイメージを創出した例だといえる
だろう。この少年音楽隊は、当初は子どもの
健全な教育と音楽活動を結び付けること、ま
た西洋音楽の普及と啓蒙をはかる目的で進め
られたものの、むしろ少年たちの演奏技量が
十分でなくても、西洋風の制服を着て、楽器
を演奏する姿が、新しいイメージをまとっ
た‘近代的’で‘子どもらしい’姿として人
びとの印象に残った。そのような理想的なイ
メージをまとった子どもの姿に憧れや好感を
抱いたのではないかと考える。そこでは、西
洋音楽が新規で異質なものとして、あるいは
啓蒙的、教育的な意味を帯びたものではなく
なり、むしろ‘趣味のいい高尚な娯楽’に近
い形で、子どもを含め、一般の人びとにも広
く受け入れられたのだろう。
　川崎（1999）によれば、博覧会や展覧会で
強調された少年少女の姿は、「教育の対象、国
民のひな型」であると同時に、「子どもたち固
有の文化の担い手であり享受者の資格をも
つ」集団として浮上したという。つまり、子
どもの音楽会は、‘高尚な趣味のいい娯楽’で
あると同時に、近代的でもあるイメージは、
68 洋画伴奏音楽として演奏された吹奏楽は、弁士
の説明を聞き取れなくなるといった音量の問題
もあり、1911年（明治44年）頃には、ピアノ演
奏がもてはやされた。その後、ヴァイオリン・
クラリネット・トランペットによる絃管楽器が
加わる演奏になった。1915年（大正4年）頃か
ら活動写真常設館では、管弦楽団を編成する映
画館も出現した。
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新中間層の求める「よりよい子ども」「子ども
らしい子ども」という理想の姿であった。
　そして、大正期の童謡運動ともに全国的な
隆盛をみせた子どもに関連した音楽会は、ま
さに新中間層である家族にとってのメディ
ア・イベントとして、社会の中で大人とは分
節化されていない不可視な存在であった‘子
ども’という社会階層を浮かび上がらせると
同時に、子どもを中心とした家庭生活や消費
生活を強くイメージさせたのだといえよう。
おわりに
　本稿で扱った子どもに関連した音楽会は、
明治半ば以降、西洋音楽の受容過程において、
教育現場、娯楽施設を先駆けに、大正期に入
るとマス・メディアや民間のさまざまな団体
が主導となり、盛んにみられた事象であるこ
とが確認できた。また、大正期には、特に都
市部の新中間層を中心に、子ども向けの音楽
会を通じ、新たな子ども観や家族観、ひいて
は娯楽主義や消費主義をもたらすものとなっ
た。そして、大正期の子どもに関連した音楽
会の内容からは、明治期からの西洋音楽の受
容過程で生じた衝突の結果の成果に加え、同
時代の試行錯誤も見受けられた。その様相は、
新たに登場したマス・メディアや娯楽産業の
台頭が示した新たな子ども観や教育観、およ
び娯楽や消費主義が反映された、複雑で多元
的な日本の近代化過程の一諸相を示すもので
もあったといえよう。
　最後に、明治末期の実際の子どもが西洋音
楽の演奏会をどのように捉えていたかその一
例を紹介したい。森銑三（1994）は、子ども
の頃（1906年（明治39年））、夏休みに叔母に
連れられ、日比谷公園の音楽堂にて、軍楽隊
の演奏に初めて触れた様子を以下のように綴
る69。
　「音楽を取り巻くベンチは、浴衣がけに団
扇を手にして、涼みがてらに出かけて来たや
うな人々で、大体一杯になつていた。ところ
69 「毎週1回、日曜日の晩に陸軍・海軍軍楽隊が日
比谷公園の音楽堂で演奏をおこなっていた。」
とも記している。森.1994.p.283.
が子供の私には、洋楽なんぞさつぱり面白く
ない。叔母に凭(もた)れかかって、ぐうぐう
寝てしまいひ、もう済んだよと揺り起こされ
て、やっと目を覚まして帰つて来た。」
　当時、軍楽隊による西洋音楽の演奏会は一
般の子どもにとっては「さっぱり面白くない」
ものであったことが伺われる。実際このよう
な聴取状況が当時の子どもが西洋音楽に接し
た際の素朴な感想であったのではないか。つ
まり、明治期の音楽会は子どもにとって異質
で、なじまない音楽活動だったのではないか。
しかし、それが明治末期から大正期にかけて、
大きく変化する。教育・産業の領域の近代化
を通じて、本稿で取り上げた音楽会や演奏会
をはじめとする音楽活動が子どもに近接した
なじみのある活動へと変化を遂げた。子ども
に関連した音楽会の隆盛をみた経緯には、以
前の社会の中で大人とは分節化されていない
不可視な存在であった‘子ども’という社会
階層が浮上し、子どもを中心的存在と捉える
教育や家庭の価値観、つまり‘子どもの発見’
があり、その新たな発見が原動力となり、子
どもに関連した多くの音楽活動を支えたと考
える。
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